地域密着型サービス　　運営推進会議　(報告書)
開催日時：令和6年11月7日（木）14：00～15:00
施設名　：グループホームさくらんぼ
施設種類：認知症対応型共同生活介護
	　　利用者代表
	　　０人
	有識者
	０人

	　　利用者家族
	１人
	高齢者あんしん支援センター
	１人

	　地域住民の代表
	１人
	出雲市職員
	１人

	その他[施設長・管理者　　２名]
	2人


グループホームさくらんぼについて
（議題）
１．前回の会議（令和６年９月）以降の入退所状況について
２．活動報告（行事・研修・訓練）
３．最近のグループホームでの状況
４．ヒヤリ・ハット・事故報告
５．出席者からのご意見
６．自己評価・外部評価について
１グループホームの入退所状況について
・申込み待機者数　６名　
	入居者
	男女比
	
	要介護度
	
	
	
	
	平均年齢

	
	男性
	女性
	要介護１
	要介護２
	要介護３
	要介護４
	要介護５
	

	　１８名
	　4名
	１４名
	８名
	５名
	2名
	３名
	０名
	8７歳


２．活動報告（行事・研修・訓練）
　9月8日　　　　　　　 花火会（手ぼたん花火）
9月18日、19日　　　　花の郷外出
9月9日　　　　　　　 ゴビウス個別外出
9月10日、12日　　　　敬老会
　10月9日、11日、17日　弁当外出（空港公園、斐伊川土手）
　10月18日　　　　　　　愛宕山外出
9月24日　高齢者虐待・身体拘束廃止委員会
　9月26日　自然災害訓練（地震）
　11月5日　高齢者虐待防止研修（オンライン）
３．最近のグループホームでの状況　(９月５日以降)
・全体通じて、外出する機会も増えてきています。夏の期間は気温状況により
判断しながらであったが、花の郷外出では花を見ながら気分転換にもなり、過去の思い出を話してくださる方もおられ良い外出となった。
　弁当持ち外出の際には、外で食べる弁当は開放感もあり、和やかなひとときとなり喜ばれていた。
　敬老会では、祝いのお弁当を用意し、うち３名はビールも飲まれとても喜ばれていた。余興では職員の出し物で「よさこい」「花笠音頭」を披露させてもらい、一緒に踊られる方もおられ皆さんと一緒に特別な時間となった。
　
・8月30日入所された新規女性入居者について
（80歳、女性、介護度②　既往歴：認知症、うつ病）
　
入所以後、一日の中でも精神状態の起伏があり(向精神薬服用中)。家に帰れな
い事への不満や苛立ちもあり、職員の声掛けにも悲観的な考えや発言となり居室に閉じこもる時間帯がある。家族との電話では、殆ど息子への怒りの内容「バカ息子、私の家から出ていけ」など攻撃的になられる。早くにご主人を不幸で亡くされ一人での子育てや、元々の気が強くあまり人の意見を聞き入れない性格に認知症である事から、不安定な気持ち表れていると思われる（息子に対してあれだけ私がすべてしてきたのに、見捨てられたという気持ちがある）
日中、気持ちが沈んでいる時には「もうどうなってもいい」「こんなとこにいたらおかしくなってしまう」など全てに対して後ろ向きな発言が続き、ふさぎこまれる事もある。
家事活動や作業、興味のある会話の時は気分もよく笑顔で取り組まれている。
先日、入居後初めて長男、長女夫婦と面会。穏やかであったが不満を言われた。
面会後、ホールに戻りながら涙を浮かべられていた。どうであったか伺うと、
「好きなこと言ってやった」と話された。少し休まれた後は徐々に落ち着かれた。
毎日付きっ切りにはなれないが散歩、外出、嗜好品、生活上の手伝いなど行いながら、前向きな気持ちが持続するよう、切れ目がないよう対応をしている。
（出席者からのご意見）
・面会時の様子は？
　　➡面会中は穏やかに言いたいことを家族に言われ涙も浮かべられていた。
・強い帰宅願望から歩いて帰ろうとされた行動については怖いと思う。
・落ち着いてくれれば良いですね。
・持ち込みの携帯使用について（ご自身で操作ができなくなっているケース）
➡事務所で預かっている事業所もある。
　　➡高額請求になっているケースもある。
・3月会議での報告させて頂いた入居者同士の異性関係について
以前、男性入居者の方からの特定女性入居者への卑猥な言動や居室に入り込む等の行動もあり、以後注意しある程度対応していたが、最近から徐々に増えていた。
職員の見守りが死角にはいった瞬間を見計らい、部屋に来るよう手招きや相手女性の体に触れる、キスしようとする、隣同士に座ると卑猥な会話や自分の股間に手を持ってこさせる等の行動があり職員間でさらに注意観察と声掛けしていた。
その中で先月の夕食後、夜勤1人体制になり間もない時間で、他の入居者の居室内介助を終えホールに出ると、女性入居者が居ない事に気づき、男性入居者居室を訪室しようとするが戸が開かなかった。ベット策を使い扉を施錠されていた。扉をあけるよう声掛けし訪室すると、女性入居者が呼び込まれており、男性本人は衣服を脱いだ状態になっていた事が起こってしまった。
女性入居者側も入居後２年間の共同生活から、他人なのかご主人なのか記憶が曖昧になっている事で、気にかけたり抵抗なく言われるままの状態であった。
現在の対応として、当事者２人がホールにいる時は、職員の見守りが極力途切れないような動きと、就寝介助で居室対応が長くなる方については、遅番が終業するまでに行い、本人同士は長時間隣同士にならないよう声かかけしている。
今後、見守りが限界になる時はユニット変更も検討必要。
(出席者からのご意見)
・家族様はこの事について知っているのか。職員に同じようなことがあるのか。
　　➡以前から状況報告を行っている。元々の生活でも女性関係が多くある方。
　　➡職員に対しては、一部特定職員にはあったが頻度は少ない。
　・病院への受診はされているのか。
　　➡治療対象とは違うと思うため受診はしていない
　・ボランティアの方を増やしていけると良いと思います。
５．ヒヤリ・ハット、事故報告
日中…１件　・ホール引き出しからふきんを取ろうとバランスを崩し転倒。
　　　　　　　頭部打撲。その後は体調変化なく過ごされている。
夜間…２件　・夕食後、椅子から車いすへの移乗の際、座りが浅く支えながらしりもちをつかれる。痛みや外傷なく現在も過ごされている。
　　　　　　・０時独歩にてトイレに行かれ、洗面台からの方向転換の際に滑り転
　 倒。外傷痛みなく現在も過ごされている。
６．ご家族様からのご意見（息子様）
本人が帰宅したい気持ちもあるが、食欲もあり元気で安心と感謝している。
面会の時の話のなかで嫁さんの名前を忘れていない。本人は入院していると思っており、いつ退院できるかと聞かれる。在宅生活の時の母とは違い穏やかになっていると思う。
